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季節は秋。神無月（日本中の神様が会議のため出雲大社に集まる月・島根県では神有月と言う）が始

まりました。令和２年度後半戦のスタートです。

10月１日は十五夜でした。学校から帰る車の中でふと空を見上げると、黄色い真ん丸のお月さまがき

れいに見えました。子どもの頃は満月を見るたび、それがおいしそうなホットケーキに見えたことをな

つかしく思い出します。

また、家の近くを散歩していたとき、「桔梗（ききょう）」の花が咲いているのを見つけ、「秋の七草」

を思い出しました。「ハギ」「オバナ」「クズ」「ナデシコ」「オミナエシ」「フジバカマ」「キキョウ」……

「春の七草」は七草粥にして無病息災を願うものである一方、「秋の七草」はその美しさを鑑賞して楽し

んだり、薬用として使ったりするものだと言われています。余談ですが、秋のお彼岸に食べる「おはぎ」

は秋の七草である「ハギ」が由来で、春に食べる「ぼたもち」は「ボタン」が由来。季節によって名前

が違うところに、日本らしい「文化の香り」や「四季のすばらしさ」を感じます。

たまには心を無にして空を見上げてみたり、季節の風物詩に目を向けてみたりするのもよいのではな

いでしょうか。ある子どもがグランドの隅を指さして、「あそこに金木犀の花が咲いているよ。」と教え

てくれました。秋の虫を捕まえては、見せにきてくれる子どももいます。身の回りにあるさまざまなこ

とに気づいたり、感動したりできる「豊かな心」……私はとても大事なことだと思います。

今月の全校集会は、やっとみんなで体育館に集まって行うことができました。そこで私が話したのは、

成美小学校の目標でもあり、小山町金太郎十か条の第一条でもある「すすんで あいさつ」についてで

す。いつでも・どこでも・誰にでも、自分から心を込めた気持ちのよいあいさつができるといいな……

と思い、それを子どもたちに伝えました。「おはよう」や「こんにちは」の後に、何か一言添える「スペ

シャルあいさつ」も伝授しましたので、ぜひご家庭でも実践してみてください。（全校集会の翌日のこと。

「校長先生おはようございます！今日の洋服すてきですね。」と１年生。スペシャルあいさつを意識した

のですね。ちょっと照れてしまいました。）「元気なあいさつ」は「元気な心」の証。「あいさつ」は人と

人、心と心をつなぐ魔法です。

学校での子どもたちの様子は、各種お便りだけでなく、小山町ＨＰの中にある「掲示板」でも紹介し

ています。ＱＲコードを作りましたので、それを携帯で読み取っていただくとすぐに掲示板の画面にた

どり着けますので、ぜひご活用ください。

追伸 地域の方々が、グランドや校舎周りの草刈りを「すすんで」やって

くださっています。本当にありがとうございます！

このような「あたたかい心がたくさんある地域」で育つ子どもたちは、本当

に幸せです。

夏休み前までは、全校で集まる行事は

ありませんでした。しかし、「３密」に

ならないよう配慮して、少しずつできる

ことをしていきたいと考えています。

全校で集まることも、昨年までは当た

り前だと思っていましたが、今ではこの

ようなことも幸せに感じます。




